
令和４年（２０２２年）４月２４日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ２

※１　用語の説明については７面をご覧ください。

　

臼
小
平
駅
北
口
地
区
再
開
発
は
、
権

利
者
の
３
分
の
２
の
同
意
が
得
ら
れ
な

い
段
階
で
都
市
計
画
決
定
を
進
め
る
姿

勢
は
容
認
で
き
な
い
。
渦
鷹
の
台
駅
前

広
場
整
備
は
、
市
民
の
意
見
を
取
り
入

れ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
転
換
が
求
め
ら

れ
る
。
嘘
鎌
倉
公
園
整
備
事
業
は
、
農

業
を
継
続
し
よ
う
と
し
て
い
る
農
地
を

取
り
上
げ
農
業
公
園
に
す
る
こ
と
は
疑

問
で
あ
る
。
唄
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

更
新
事
業
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
が
適
切
だ

っ
た
か
な
ど
に
つ
い
て
の
検
証
が
求
め

ら
れ
る
。
な
お
、
性
的
少
数
者
等
交
流

会
事
業
は
回
数
の
増
加
を
期
待
す
る
。

フ
ァ
ー
ス
ト
バ
ー
ス
デ
ー
サ
ポ
ー
ト
事

業
は
不
安
を
抱
え
る
子
育
て
家
庭
へ
の

助
け
に
な
る
。
農
業
振
興
費
の
大
幅
増

を
評
価
す
る
。
用
水
路
整
備
事
業
に
期

待
す
る
。
教
育
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

環
境
の
整
備
等
は
あ
り
が
た
く
思
う
。

市債を増やし、土木費偏重の
予算になっている

まちづくり市民こだいら 反対
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一
般
会
計
予
算
に
対
す
るるるるるるるるるるる

　

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
維
持
さ

れ
、
お
お
む
ね
適
正
な
予
算
と

判
断
す
る
。
臼
小
平
第
十
一
小

学
校
の
建
て
替
え
な
ど
の
投
資

的
経
費
等
は
、
市
の
発
展
に
寄

与
す
る
。
渦
Ｄ
Ｘ
推
進
方
針
の

策
定
を
評
価
す
る
。
嘘
適
正
で

迅
速
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
市
民
に
寄

り
添
う
姿
勢
は
評
価
す
る
が
、

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
へ

の
支
援
が
少
な
い
と
感
ず
る
。

唄
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運

営
開
始
な
ど
は
市
の
特
色
と
な
る

と
考
え
る
。
欝 
ゼ 
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

※
１

テ
ィ
宣
言
は
評
価
す
る
が
、
呼
び

か
け
だ
け
に
せ
ず
宣
言
を
実
行
す

る
よ
う
求
め
る
。
蔚
公
立
学
童
ク

ラ
ブ
に
お
け
る
宅
配
弁
当
の
実
施

を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。
な
お
、

鉄
道
立
体
化
は
機
運
醸
成
の
た
め

の
努
力
を
求
め
る
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
は
、
個
別
最
適
化
の

教
育
の
早
期
実
現
を
求
め
る
。

（要旨）

各各
会会
派派
のの
討討
論論

各
会
派

各
会
派
のの
討討
論論

フォーラム小平 賛成

令和4年度予算総額
（単位：千円、％）

伸び率３年度
予算額

４年度
予算額

１０.１※７０,３２６,１１０７７,４４４,０００一 般 会 計

５.４１６,８７６,０００１７,７９０,０００国民健康保険事業
特
別
会
計

５.９４,５６９,０００４,８３９,０００後期高齢者医療

２.２１４,７２０,０００１５,０４３,０００介 護 保 険 事 業

０.１４,３０３,８１９４,３０７,７１２収 益 的 収 入下
水
道
事
業
会
計

０.５３,８４５,２７９３,８６４,８２７収 益 的 支 出

９１.９８９１,１５７１,７１０,０１９資 本 的 収 入

５５.３１,７３５,２０３２,６９４,３７５資 本 的 支 出
※令和３年度一般会計予算額は、当初予算額６８６億７,０００万円に補正
予算（第４号）までの１６億５,６１１万円を加えた額

円
増
の
百　
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１６

【
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
】

　

予
算
総
額
は　

億
３
千
９
百
万
円

４８

で
、
前
年
度
比
５
・
９
％
、
２
億
７

千
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
歳
入
〉
保
険
料
、
一
般
会
計
繰
入

金
、
広
域
連
合
か
ら
の
受
託
事
業
収

入
等
が
主
な
も
の
で
す
。

〈
歳
出
〉
広
域
連
合
へ
納
付
す
る
負

担
金
の
ほ
か
、
保
健
事
業
に
要
す
る

経
費
等
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
数

は
、
前
年
度
比　

人
増
の
２
万
４
千

６００

８
百
人
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

【
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
】

　

予
算
総
額
は
百　

億
４
千
３
百
万

５０

円
で
前
年
度
比
２
・
２
％
、
３
億
２

千
３
百
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
歳
入
〉
保
険
料
、
国
庫
支
出
金
、

支
払
基
金
交
付
金
、
都
支
出
金
、
繰

入
金
等
計
上
し
て
い
ま
す
。

〈
歳
出
〉
保
険
給
付
費
を
前
年
度
比

２
・
３
％
、
約
３
億
９
百　

万
円
増

３４

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域

支
援
事
業
費
は
前
年
度
比
０
・
１
％
、

約　

万
円
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

６９

　

要
支
援
要
介
護
認
定
者
数
は
、
前

年
度
比
４
・
５
％
増
の
１
万
百　

人
１５

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

【
下
水
道
事
業
会
計
】

〈
収
益
的
収
入
及
び
支
出
〉

　

収
入
は　
億
７
百　
万
２
千
円
で
、

４３

７１

前
年
度
比
０
・
１
％
、
３
百　

万
３

８９

千
円
の
増
で
す
。

　

支
出
は　

億
６
千
４
百　

万
７
千

３８

８２

円
で
、
前
年
度
比
０
・
５
％
、
１
千

９
百　

万
８
千
円
の
増
で
す
。

５４

〈
資
本
的
収
入
及
び
支
出
〉

　

収
入
は　
億
１
千
１
万
９
千
円
で
、

１７

前
年
度
比　

・
９
％
、
８
億
１
千
８

９１

百　

万
２
千
円
の
増
で
す
。

８６

　

支
出
は　

億
９
千
４
百　

万
５
千

２６

３７

円
で
、
前
年
度
比　

・
３
％
、
９
億

５５

５
千
９
百　

万
２
千
円
の
増
で
す
。

１７

　

予
算
議
案
を
審
査
す
る
た
め
、
定

例
会
初
日
に
一
般
会
計
、
特
別
会
計

及
び
下
水
道
事
業
会
計
の
各
予
算
特

別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
一
般
会
計

は
３
月
８
日
か
ら　

日
ま
で
の
３
日

１０

間
、
特
別
会
計
及
び
下
水
道
事
業
会

計
は
３
月　

日
に
審
査
が
行
わ
れ
ま

１１

し
た
。
定
例
会
最
終
日
に
は
、
鈴
木

洋
一
一
般
会
計
予
算
特
別
委
員
長
と

佐
藤
徹
特
別
会
計
・
下
水
道
事
業
会

計
予
算
特
別
委
員
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

審
査
報
告
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、

一
般
会
計
を
賛
成
多
数
で
、
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
、
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
、
介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
及
び
下
水
道
事
業
会
計
を

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

市
長
の
提
案
説
明
の
概
要
は
以
下

の
と
お
り
で
す
。

【
一
般
会
計
】

　

予
算
総
額
は
７
百　

億
４
千
４
百

７４

万
円
で
、
前
年
度
の
補
正
予
算
第
４

号
い
わ
ゆ
る
肉
付
け
後
予
算
に
比
べ

　

・
１
％
、　

億
１
千
７
百　

万
円

１０

７１

８９

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
将
来
に
わ

た
っ
て
持
続
可
能
で
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、
つ
な
が
り
共
に

創
る
ま
ち
こ
だ
い
ら
の
実
現
に
向
け

着
実
に
歩
み
を
進
め
る
た
め
の
予
算

と
し
て
い
ま
す
。

〈
歳
入
〉
市
税
が　

億
４
千
４
百
万

１７

円
の
増
の
ほ
か
、
普
通
交
付
税
が
９

億
６
千
万
円
の
増
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
に
伴
い
、
臨
時
財
政
対
策

債
の
借
入
れ
は
、　

億
９
千
９
百
万

１３

円
の
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

〈
歳
出
〉
民
間
保
育
園
運
営
費
等
の

扶
助
費
が
増
額
と
な
る
ほ
か
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
更
新
事
業
等
に
よ
り
投

資
的
経
費
を
大
幅
に
増
額
し
ま
し
た
。

【
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
】

　

予
算
総
額
は
百　
億
９
千
万
円
で
、

７７

前
年
度
比
５
・
４
％
、
９
億
１
千
４

百
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
歳
入
〉
保
険
税
は
前
年
度
比
２
・

７
％
、
約
８
千
８
百　

万
円
の
増
と

５２

な
っ
て
い
ま
す
。
一
般
会
計
繰
入
金

を　

億
９
千
万
円
、
国
民
健
康
保
険

２１
事
業
運
営
基
金
か
ら
２
億
９
千
万
円

を
繰
入
れ
収
支
の
均
衡
を
図
り
ま
す
。

〈
歳
出
〉
予
算
総
額
の
６
割
強
を
占

め
る
保
険
給
付
費
は
前
年
度
比
６
億

令
和
４
年
度
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会
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各
特
別
会
計
予
算
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下
水
道
事
業
会
計
予
算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算

つながり、共に創るまちこだいらを
目標として、おおむね適正な予算と判断

　

臼
ふ
る
さ
と
納
税
で
市
の
歳

入
が
失
わ
れ
る
現
状
を
放
置
す

る
姿
勢
は
怠
慢
で
あ
る
。
渦
経

常
収
支
比
率　

・
５
％
で
弾
力

９７

性
が
な
い
。
嘘
Ｄ
Ｘ
関
連
予
算

が
前
年
度
よ
り
少
な
い
。
唄
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
子
ど
も
夢
・
未
来
基
金

を
子
ど
も
の
た
め
で
は
な
く
指

導
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
導
入

に
充
て
た
こ
と
は
基
金
の
目
的

と
矛
盾
す
る
。
欝
花
小
金
井
武

道
館
廃
止
後
の
機
能
移
転
の
予
算

が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
蔚
市
制

施
行　

周
年
事
業
は
市
民
に
役
立

６０

つ
内
容
に
す
べ
き
で
あ
る
。
鰻
み

ど
り
率　

％
達
成
の
ビ
ジ
ョ
ン
が

３０

見
え
な
い
。
姥 
ゼ 
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

※
１

テ
ィ
宣
言
を
し
た
が
、
脱
炭
素
の

機
運
向
上
の
姿
勢
が
見
ら
れ
な
い
。

厩
鉄
道
立
体
化
は
積
極
的
に
取
り

組
む
べ
き
で
あ
る
。
⑩
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
は
個
々
の
子
ど
も
に
合
わ
せ
た

対
応
策
が
事
業
化
さ
れ
て
い
な
い
。

自主財源確保やＤＸ関連の取組が
不足している点などを指摘

政 和 会 反対

　

臼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

交
付
推
進
施
策
は
積
極
姿
勢
を

感
じ
た
。
渦 
ゼ 
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

※
１

テ
ィ
宣
言
は
会
派
で
要
望
し
た

も
の
で
評
価
す
る
。
嘘
耐
震
化

へ
の
改
修
補
助
等
は
市
民
に
寄

り
添
っ
た
対
応
と
評
価
す
る
。

唄
フ
ァ
ー
ス
ト
バ
ー
ス
デ
ー
サ

ポ
ー
ト
事
業
は
子
ど
も
の
貧
困

対
策
と
し
て
効
果
的
で
あ
り
高

く
評
価
す
る
。
欝
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
３
回
目
接

種
は
堅
調
に
進
ん
で
い
る
。
蔚
ま

ち
の
環
境
美
化
条
例
は
会
派
で
長

年
要
望
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

鰻
指
導
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
導

入
等
は
こ
れ
か
ら
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
即
し
た
事
業
で
あ
る
。
な
お
、

職
員
の
適
正
配
置
は
引
き
続
き
検

討
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、
魅
力

あ
る
職
場
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る

と
指
摘
す
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
高

齢
者
施
設
利
用
者
等
の
ト
ラ
ブ
ル

に
対
し
適
切
な
対
応
等
を
求
め
る
。

会派として要望し続けた事業が
一定程度計上されている

市議会公明党 賛成

　

臼
予
算
と
市
債
が
膨
ら
み
、
経
常
収

支
比
率
は　
・
５
％
と
悪
化
し
て
い
る
。

９７

渦
小
平
駅
北
口
地
区
再
開
発
事
業
は
、

地
権
者
の
３
分
の
２
の
賛
成
が
得
ら
れ

な
い
ま
ま
進
め
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。

嘘
地
域
セ
ン
タ
ー　

館
及
び
地
区
公
民

１９

館　

館
の
複
合
化
等
は
ア
ナ
ウ
ン
ス
が

１０
不
十
分
で
あ
る
。
唄
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
の
ス
ペ
ー
ス
は
、
中
央
エ
リ
ア

に
造
ら
れ
る
複
合
施
設
に
確
保
す
る
よ

う
求
め
る
。
欝
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
５
歳
か
ら　

歳
の

１１

子
ど
も
へ
の
拡
大
に
反
対
す
る
。
蔚
市

職
員
の
採
用
に
つ
い
て
、
障
害
者
雇
用

の
精
神
障
害
者
等
へ
の
拡
大
は
、
担
当

部
局
に
限
ら
ず
横
断
的
取
組
が
必
要
で

あ
る
。
鰻
市
立
小
・
中
学
生
の
健
全
な

成
長
、
発
達
の
た
め
の
教
育
活
動
を
求

め
る
請
願
が
採
択
さ
れ
た
が
、
対
策
内

容
の
早
急
な
検
討
と
公
開
を
求
め
る
。

硬直化、水膨れした予算となって
おり、先行きが不安である

一人会派の会 反対

　

臼
自
宅
療
養
者
等
へ
の
食
料
品
等
の

支
援
な
ど
は
評
価
す
る
が
、
市
内
で
の

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
拡
充
等
を
要
望
す
る
。

渦
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
費
の
新
規
追
加
等

を
評
価
す
る
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
補
充

を
要
望
す
る
。
嘘
認
可
保
育
園
３
園
の

整
備
は
評
価
す
る
が
、
さ
ら
な
る
待
機

児
童
解
消
を
求
め
る
。
唄 
ゼ 
ロ
カ
ー
ボ

※
１

ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
大
き
く
評
価
す
る
が
、

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
無
料
化
の
検

討
を
前
倒
し
で
行
う
こ
と
を
要
望
す
る
。

欝
性
的
少
数
者
等
交
流
会
実
施
を
評
価

す
る
。
蔚
広
島
市
へ
の
生
徒
派
遣
な
ど

平
和
事
業
を
評
価
し
、
今
後
の
充
実
を

要
望
す
る
。
な
お
、
教
職
員
の
乳
が
ん

検
診
等
は
復
活
を
強
く
要
望
す
る
。
駅

前
再
開
発
整
備
等
は
、
開
発
優
先
の
方

向
性
で
進
む
こ
と
に
強
い
懸
念
を
抱
い

て
い
る
。
公
立
保
育
園
の
廃
園
方
針
等

は
少
人
数
学
級
実
現
に
逆
行
す
る
。

新型コロナウイルス感染症対策、
保育園待機児童対策などを評価

日本共産党小平市議団 賛成

　

認
可
保
育
園
３
園
の
開
設
や
性
的
少

数
者
電
話
相
談
等
を
評
価
す
る
。
な
お
、

臼
い
き
い
き
協
働
事
業
が
市
民
版
環
境

配
慮
指
針
作
成
だ
け
で
は
参
加
と
協
働

が
大
き
く
後
退
し
て
い
る
。
渦
男
女
共

同
参
画
都
市
宣
言
は
評
価
す
る
が
男
女

共
同
参
画
を
ど
う
進
め
た
い
の
か
見
え

な
い
。
嘘
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的

勧
奨
再
開
は
副
反
応
被
害
拡
大
を
懸
念

す
る
。
唄
認
可
保
育
園
３
園
開
設
は
評

価
す
る
が
、
保
育
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策

定
を
求
め
る
。
欝
自
閉
症
・
情
緒
障
害

特
別
支
援
学
級
の
設
置
は
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
教
育
の
視
点
で
の
検
討
を
求
め
る
。

蔚
デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連
法
公
布
に
伴
う

施
策
は
国
と
の
連
携
を
求
め
る
。
鰻
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
更
新
事
業
な
ど
投
資

的
経
費
が
か
さ
ん
で
い
る
。
姥
今
後
の

公
民
館
の
在
り
方
は
市
民
に
諮
る
必
要

が
あ
る
。
厩
緑
の
創
出
等
を
求
め
る
。

子どもや市民の暮らしを
見据えた予算編成と評価する

生活者ネットワーク 賛成


